
大
正
図
面
平
六
月
ニ
ヤ

-
a芳
三
暗
闇
偉
物

Z
可

h
a市
周
一
日
間
-
司
政
錨
w-

論

叢

新

刻

天

工

開

物

及

支

那

工

業

管

閉

ま

中

博

士

財

部

静

治

費

金

と

そ

の

日

亘

定

・

:

認

済

皐

博

よ

小

島

昌

太

郎

貨
幣
本
質
に
開
ナ
る
若
干
の
問
題
・
・
:
・
丈
血
中
博
土
高
田
保
馬

-

陣

論

一
原
料
統
制
と
輸
入
統
制

日

研

干す電禽同一ー・月十勾.::.コ十来日野首

ザ巴
プ1.

禁

取

輔

一
-
・
旬
開
済
皐
博
土
九
日

吉

彦

口

ケ
イ
シ
ズ
の
『
一
般
理
論
』
に
闘
す
る
諸
問
題
:
摂
済
翠
土
柴
田
敬

チ
よ
ペ
コ

l
の
租
税
論

e
i
-
-
:
;
:
・

空

向

車

土

島

恭

彦

再
保
険
事
設
の
蛮
展
・
・
・
:
・
:
:
:
鯉
済
畢
土
佐
波
宣
平

丹
田
凡

・
ナ
チ
ス
に
於
け
る
園
民
共
同
盟
の
理
論
・
・
;
E
i
-
-
経
済
皐
土
中
川
典
之
助

移

住

統

計

法

・

・

・

・

・

:

純

一

Z
Z
青

盛

和

雄

大

都

市

近

郊

の

農

村

・

:

・

・

・

額

一

前

間

帯

土

田

杉

競

タE~

附

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



再
保
険
皐
訪
山
愛
展

第
四
十
五
轡

五
四
六

第
四
銃

O 
プt

再

険

説

意造

展

保

事

の

(
下
)

国

攻

て
序
言
一
一
、
初
期
に
於
け
る
概
念
の
混
沌
三
、
組
合
契
約
説
回
、
同
種
保
険
説
(
以
上
前
競
所
載
)

五
、
責
任
保
険
設
六
、
同
有
保
険
説
七
、
特
殊
責
任
保
険
説
八
、
結
言

佐:

波:

平-

~. 

日

li 

茸
侶
同
開
閉
観

責
任
保
険
説
と
は
再
保
険
契
約
を
も
っ
て
一
冗
受
保
険
者
が
彼
の
保
険
契
約
者
に
針
し
て
負
ふ
填
補
責
任
に
闘
す
る
保
険
契
約
、
従

っ
て
、
責
任
保
険
の
一
穫
で
あ
る
と
す
る
準
設
で
る
る
。
そ
の
特
徴
は
そ
れ
が
再
保
険
契
約
の
被
保
険
利
径
を
ば
元
交
保
険
者
の
墳

補
責
任
で
あ
る
と
明
確
に
把
握
し
、
も
っ
て
、
元
受
保
険
契
約
の
被
保
険
利
径
と
再
保
険
契
約
の
そ
れ
と
を
は
っ
き
わ
陸
別
し
売
る

賭
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
本
設
は
、
再
保
険
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
一
冗
受
保
険
者
は
彼
の
保
険
契
約
者
に
劃
し
て
全
部
的
に
填
補

責
任
を
負
ひ
、
吠
に
、
彼
が
と
の
填
補
責
任
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
再
保
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
保
険
者
が
一
冗
受
保
険
者
に
封

し
て
填
補
責
任
を
負
ふ
、
従
っ
て
、
再
保
険
者
は
一
花
受
保
険
契
約
者
に
針
し
て
は
全
然
填
補
責
任
を
負
ふ
も
の
で
は
な
い
、
と
の
結

論
に
到
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
責
任
保
険
説
は
既
に
度
々
引
用
せ
る
ヱ

I
レ
ン
ベ
ル
グ
の
著
「
再
保
険
論
」
に
於
て
明
に
見
出

さ
れ
る
。
彼
は
「
再
被
保
険
者
は
彼
が
保
険
者
と
し
て
引
受
け
た
る
填
補
責
任
邸
ち
そ
の
保
険
契
約
よ
り
褒
生
す
る
彼
の
責
任
の
結

果
に
封
し
て
保
険
に
附
す
る
。
従
っ
て
、
再
保
険
は
責
任
保
険
(
巴
比
五
一

n
z
z
E
n
-
5
5包
で
あ
る
凶
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。
併
し
、

V. Ehrenberg， Ruckver.::oich.erung， S. 6， 108. 1) 



彼
の
揚
合
は
左
ほ
組
合
契
約
試
か
ら
脆
し
得
ざ
る
責
任
保
険
説
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
再
保
険
を
責
任
保
険
と
規
定
す
る
と
き
に
も
‘

十
分
な
論
嫁
を
示
し
得
た
か
っ
た
叫
だ
が
波
に
倣
っ
て
そ
の
後
法
律
挙
者
に
し
て
こ
の
設
を
採
る
も
の
極
め
て
多
敢
に
し
て
、
今
で

は
外
国
は
固
よ
り
我
が
園
に
於
て
も
責
任
保
険
設
が
通
説
と
な
っ
て
ゐ
る
。

普
通
に
、
責
任
保
険
誠
に
勤
し
て
は
た
Y
法
律
的
解
傑
が
な
さ
れ
る
丈
け
で
あ
っ
て
経
情
的
根
嫁
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
鱗
れ
る
と

こ
ろ
が
友
い
。
併
し
、
如
何
左
る
法
律
準
設
と
雄
も
、
そ
れ
が
経
済
現
象
ま
た
は
行
震
に
闘
す
る
も
の
友
る
限
り
、
多
か
れ
少
友
か

れ
経
済
的
某
礎
の
説
明
た
ら
ざ
る
筈
は
な
い
。
そ
こ
で
、
私
は
こ
の
稿
本
来
の
合
闘
と
し
て
と
の
事
設
が
再
保
険
の
経
済
的
本
質
を

如
何
法
る
仕
方
で
把
撮
し
て
ゐ
る
か
を
考
察
し
て
見
た
い
。

焼
く
保
険
一
般
の
経
消
的
本
質
に
つ
い
て
観
る
に
、
保
険
と
は
人
々
が
経
済
生
前
中
ピ
安
間
投
ら
し
め
ん
が
矯
め
に
ま
た
は
将
来
に

於
け
る
貨
幣
的
需
要
を
充
足
せ
ん
が
矯
め
に
組
織
し
た
る
経
済
的
準
備
の
一
つ
で
あ
る
。

い
ま
、
再
保
険
を
保
険
一
般

と
と
ろ
で
w

に
属
す
る
と
し
て
考
へ
て
見
る
。

と
の
揚
合
経
済
生
活
ま
た
は
賂
来
に
於
け
る
貨
幣
的
需
要
の
主
鰭
は
主
党
保
険
者
で
あ
る
。
帥
ち

彼
は
自
己
の
引
受
け
た
る
保
険
契
約
に
つ
い
て
保
険
事
件
の
費
生
す
る
場
合
に
は
一
定
の
金
銭
的
支
出
即
ち
填
補
を
た
す
べ
き
扶
態

に
立
至
る
。

と
の
支
出
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
彼
の
経
済
生
活
を
し
て
危
ふ
か
ら
し
め
、
ま
た
は
、
彼
を
し
て
貨
幣
酎
需
要
を
充

足
す
る
の
必
要
に
至
ら
し
め
る
。

そ
こ
で
、
彼
は
、
彼
の
経
済
生
活
の
安
凶
ま
た
は
将
来
の
偶
然
的
な
る
貨
幣
的
需
要
の
党
足
の
た

と
の
保
険
が
邸
ち
再
保
険
で
あ
る
。

め
に
、
議
め
そ
の
填
補
責
任
に
つ
き
保
険
に
附
す
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
宇
う
な
解
樟
は
、
阪
に
レ
1
ヴ
イ
ス
の
著
「
保
険
法
講
義
」
(
一
八
八
九
年
)
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
彼
は
、
ヱ
l

レ
y
q
へ
ん
グ
の
提
言
に
倣
つ

て
早

cも
責
任
保
険
設
を
探
H
、
と
れ
に
失
の
如
き
詑
明
を
な
し
て
ゐ
る
。

再
保
険
皐
設
の
抽
出
展

一o
t

第
四
十
五
巻

五
四
七

第
四
競

A_ Hanzlik， Die jll由 tischeNatur der Rückver5iclH~rlln胃， S_ 31'. 
F.IferzzunnsdOder，Techmk und Bedeutung der RtickversicherlIng，Z927・S.8. 
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再
保
険
事
訟
の
設
展

第
四
十
五
巻

五
四
人

第
四
競

一O
八

「
被
保
険
者
〔
再
被
保
険
者
ま
た
は
一
冗
受
保
険
者
〕
が
こ
の
続
的
保
険
〔
再
保
険
〕
に
於
て
埴
捌
か
受
け
ん
と
欲
す
る
利
害
(
同
己
2
2
E
)
は
、
被
が
t
F

険保述講wnv 

c
駄

目

p

z

同

C
M
 
白

0

0
創

1

4

z

p

 

ば
、
そ
れ
は
保
険
契
約
一
般
の
も
つ
経
済
的
根
擦
に
針
す
る
杷
振
に
外
た
ら
や
、
従
っ
て
、
そ
れ
は
伺
等
再
保
険
の
も
つ
経
済
的
特
M

向

転

殊
性
を
表
明
す
る
も
の
で
は
ま
。
と
こ
ろ
で
、
と
れ
は
責
任
保
険
設
そ
の
も
の
L

考
へ
方
が
絵
り
に
も
一
般
的
に
過
ぎ
て
再
保
険

Z

に
於
け
る
被
保
険
利
盆
た
る
元
受
保
険
者
の
填
梢
責
任
を
た

r
一
般
の
責
任
保
険
に
於
け
る
責
任
と
同
一
視
し
て
ゐ
る
に
出
国
す
る
加
犬
山

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
た
官
、
元
受
保
険
者
に
於
け
る
保
険
契
約
上
の
填
梢
責
任
と
言
ふ
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
頃
補
責
任
の
も
山
崎

m
L

3

凶班、
h
3

つ
特
殊
性
を
よ
り
奥
深
〈
突
き
と
め
て
究
明
し
ゃ
う
と
は
し
た
い
で
ゐ
民
ι

か
く
し
て
、
責
任
保
険
設
は
、
ハ

Y
ツ
ソ
ツ
ク
の
大
袈
白
保

.1a

ー

、

E
，

町

凶

著

四

O

裟
な
表
現
を
用
ひ
れ
ば
「
再
保
険
の
固
有
の
本
質
に
暴
行
を
加
へ
る
、
ま
た
は
、
再
保
険
の
某
本
原
理
を
侵
害
す
る
」
の
結
果
と
た
出
藤
利
払

曲
中
一
口
昭
i

互
い
、
再
保
険
叫
畑
氏
ん

間

IIi
喪
M

A

千
晶
位
置
寓

a

]
入
吋
輯
H

W
E例
法
九

一4 J <D中は佐波

一
一
一
者
〔
元
受
保
険
契
約
者
〕
正
局
し
た
る
契
約
(
保
険
契
約
)
に
来
い
て
一
定
の
事
故
の
溌
生
す
る
場
合
に
は
財
産
的
支
出
を
筑
ナ
ベ
き
結
果
に
至
る

と
い
ふ
関
係
で
あ
る
。

か
や
う
に
考
察
す
る
と
、
再
保
険
契
約
を
も
っ
て
元
受
保
険
の
填
補
責
任
に
つ
い
て
の
保
険
契
約
、
品
化
っ
て
、
責
任
保
険
の
一
種

で
あ
る
、

と
す
る
乙
の
謬
説
の
考
へ
方
は
、
法
律
的
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
経
済
的
で
も
あ
り
伺
る
。
併
し
乍
ら
、
責
任
保
険
訟
に

於
凶
り
あ
、
州
艇
桝
現
段
土
史
は
行
総
と
し
て
の
再
保
険
に
針
ず
る
、
把
揖
が
、
も
し
こ
L

で
私
の
試
み
た
説
明
の
如
〈
で
る
る
と
ナ
れ

っ
て
ゐ
る
。

と
れ
、
責
任
保
険
設
が
、
法
律
準
設
と
し
て
従
来
の
諸
設
よ
り
主
著
し
き
進
展
を
遂
げ
て
ゐ
友
が
ら
、

の
も
つ
経
済
的
特
殊
性
の
把
握
に
快
く
る
と
ζ

ん
が
あ
り
、
従
っ
て
、
後
述
す
る
如
く
、
営
然
他
の
事
設
か
ら
こ
の
方
面
に
於
け
る

修
正
を
受
け
ざ
る
を
得
た
い
所
以
で
あ
る
。

;) 
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ー晶."、
固

有

保

険

説

上
に
述
べ
た
如
く
、
責
任
保
険
説
に
到
す
る
修
正
は
再
保
険
契
約
の
被
保
険
利
毎
た
る
元
受
保
険
者
の
填
補
責
任
に
封
ず
る
法
律

的
吟
味
に
よ
っ
て
得
さ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
而
し
で
、

第
一
の
修
正
は
ヂ
ル
ハ
l
ド
、

こ
の
修
正
は
非
常
に
興
味
深
く
も
三
円
J

の
異
り
た
る
方
向
よ
り
施
さ
れ
て
ゐ
る
。

ハ
I
ヂ
ン
等
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
ド
イ
ツ
保
険
契
約
訟
の
コ
ン
メ
ン
ク
ー
ル
に
於

で
次
の
如
く
主
張
す
る
。

「
通
常
謂
ふ
と
こ
ろ
O
責
任
保
険
は
、
車
に
契
約
外
り
要
求
(
〉
ヲ
官
町
内

5

0
み
な
ら
ず
、
ま
た
、
保
険
契
約
者
と
第
三
者
と
の
問
り
契
約
に
基
〈

要
求
を
も
包
含
し
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
純
持
。
辺
約
ょ
の
庵
行
は
こ
れ
」
り
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ロ
何
ん
と
な
れ
ば
、
保
険
契
約
者
が
自
ら
負

榊
ナ
品
契
約
上
の
給
付
門
川
開
館
料
四
支
排
〕
と
こ
の
給
付
責
任
の
た
め
に
彼
が
契
約
の
桐
ヂ
方
円
保
険
者
〕
よ
り
受
け
る
契
約
上
の
給
付
』
は
、
決
し
亡
掛

得
上
自
意
蹴
の
胡
申
官
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
或
る
人
〔
再
保
険
者
〕
が
他
人
[
元
受
保
険
者
〕
に
謝
し
亡
そ
り
他
人
門
一
冗
受
保
険
者
U

が
第
三
者
〔
元
受
保
険

契
約
者
υ

に
約
定
せ
る
契
約
上
の
給
付
を
忽
ナ
ベ
〈
定
め
た
る
契
約
は
、
た
と
へ
そ
札
が
保
険
契
約
で
る
る
と
す
る
も
、
損
害
保
険
に
は
周
し
な
い
。

こ
L

に
於
て
、
再
保
険
は
全
〈
責
任
保
険
で
は
な
〈
な
る
。
蓋
し
、
一
克
受
保
険
者
の
填
補
責
任
は
純
梓
な
る
契
約
上
の
贋
行
で
一
る
っ
て
決
し
て
偶
然
な

る
損
害
で
は
な
い
か
ら
で
る
る
。
」

邸
v
D
.
日
ゲ
ル
ハ

l
ド
、

ハ
l
Mヅ
ン
等
は
.
宏
づ
‘
責
任
佐
法
律
上
の
責
任

(
4
2
3一
一
円
宮
周
忌

E
r
g
と
契
約
上
の
責
任
守
耳
目

言
明
記
円
宮
国
主
主
目
。
Z)
と
の
二
つ
に
区
別
す
る
。
而
し
て
、
彼
等
の
と
の
匿
別
は
7

ラ

Y

ス
に
於
て
法
律
上
の
責
任
を

Hg町
g
s
v

』
一
戸
押
印
、
契
約
上
の
責
任
乞
宮
戸
三
一
。

と
百
円
J

て
夫
L
4

匿
別
し
て
ゐ
る
と
と
に
嫁
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
.
彼
等
に
よ
れ
ば
、
契

約
上
の
責
任
は
契
約
上
営
然
の
と
と
に
岡
崎
し
従
っ
て
と
れ
が
履
行
は
首
人
に
と
っ
て
放
し
て
法
律
上
の
意
味
の
損
害
で
は
友
い
。

こ
ろ
で
、
と
L
で
問
題
と
す
る
再
保
険
の
被
保
険
利
益
た
る
堤
補
責
任
は
一
冗
交
保
険
者
と
彼
の
保
険
契
約
者
と
の
聞
に
於
け
る
契
約

再
保
険
準
設
の
愛
展

第
四
十
五
巻

五
四
九

第
四
鵠

一O
九

Reicb.sgesetz uber den 

v.t同:佐渡詑入

と
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持
保
険
畢
設
の
後
展

第
四
十
五
巻

第
四
掠

。

五
五

O

上
の
責
任
で
あ
る
。
従
っ
て
、
再
保
険
契
約
は
損
害
保
険
に
は
属
さ
友
い
、
と
一
吉
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、

と
れ
に
劃
し
て
は
多

数
の
法
律
皐
者
よ
り
反
封
が
唱
へ
ら
れ
た
。
即
ち
、

「
責
任
保
険
に
於
け
る
責
任
友
る
視
忽
を
斯
〈
狭
ぐ
解
す
る
別
耐
乏
も
な
く
、

其
の
責
任
が
不
法
行
潟
よ
り
後
生
す
る
と
契
約
不
履
行
又
は
不
完
全
履
行
よ
り
禁
生
す
る
と
、
防
相
た
又
、
契
約
の
昂
常
の
履
行
と
し

て
生
や
る
と
共
の
如
何
た
る
法
律
よ
の
原
凶
に
来
〈
か
は
問
ふ
を
要
し
た
い
O
L

「
こ
の
訟
に
従
へ
ば
、
も
し
訟
中
の
迩
法
上
の
危
険

そ
負
捨
す
る
と
こ
る
の
賀
子
が
そ
の
買
値
を
も
つ
で
保
険
例
制
と
な
し
そ
の
向
品
を
附
保
す
る
揚
合
、
そ
の
保
険
は
損
害
保
険
で
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
〈
た
あ
。
何
ん
と
な
れ
ば
保
険
宿
は
乙
の
旧
制
ム
口
純
粋
及
ろ
契
約
上
の
給
付
b
q

唄
補
ず
広
が
放
で
あ
る
ο

即
品
川
一
、
山
田
一
千
は
、
賀
子
の

商
品
が
海
中
に
沈
淡
せ
る
揚
ム
口
に
も
買
値
の
支
捌
を
た
す
べ
き
責
任
が
あ
り
、
殺
は
乙
の
責
任
に
基
い
て
安
手
に
支
排
を
た
す
か
ら

で
る
る
。
」
等
の
抗
議
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

と
れ
に
上
り
、
ヂ
ル
ハ

1
v、
ハ
ー
が
ン
等
の
設
は
法
律
論
と
し
て
は
攻
第
に
願

ら
れ
た
く
恋
っ
て
ゐ
る
。

け
れ
ど
も
、
吾
K

が
経
済
接
的
に
考
へ
る
と
き
と
の
皐
設
に
は
貴
重
友
る
要
素
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
グ
ル
ハ

1
ド、

ノ、

u
o
y
等
に
あ
っ
て
は
専
ら
法
律
論
ま
た
は
法
律
的
解
楳
と
し
て
こ
れ
を
提
唱
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
併
し
、
粧
済
閣
宇
的
に
、
従
っ
て
、

と
の
揚
合
、

客
観
的
に
考
察
す
る
と
き
、

乙
の
提
唱
は
貰
に
再
保
険
の
経
済
的
本
質
問
明
へ
の
賞
軍
左
努
力
に
外
た
ら
な
い
。

即
ち
、

と
の
設
に
あ
っ
て
は
、
再
保
険
に
於
け
る
責
任
と
通
常
の
責
任
保
険
に
於
け
る
責
任
と
を
劃
一
的
に
規
定
し
ゃ
う
と
す
る
責
佐
保
険

設
に
於
け
る
如
き
法
律
的
形
式
論
に
飽
き
足
ら
や
J

、
再
保
険
を
責
任
保
険
一
般
よ
り
分
離
し
て
そ
の
特
性
を
強
〈
表
明
し
ゃ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
再
保
険
が
保
険
契
約
の
保
険
契
約
で
あ
る
と
い
ふ
黙
に
於
て
他
の
一
一
般
責
任
保
険
と
は
自
ら
異
に
し
て
も
っ
と
こ
ろ

の
経
済
的
本
質
を
法
律
的
に
把
握
し
ゃ
う
と
、
彼
等
は
努
力
し
た
の
で
る
る
。
併
し
乍
ら
、
-
な
ほ
こ
の
単
一
設
に
於
て
は
、
た
官
、
法

山戸嘉一、再保険契約の研究、海運一五ー焼、 p.24 
C. Ritter， Das Recht deT Seeversicherung， Bd. I， S. 158， 159・
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律
上
の
責
任
と
契
約
上
の
責
任
と
の
匝
別
に
の
み
依
擁
し
ゃ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、

と
の
故
に
、
未
だ
再
保
険
と
他
の
一
般
責
任
保

険
ム
」
の
完
全
な
る
分
離
を
某
し
得
て
ゐ
左
い
。
蓋
し
、
他
の
一
般
的
責
任
保
険
の
う
ち
に
於
て
も
、
再
保
険
と
同
じ
ぐ
契
約
上
の
責

住
を
も
っ
て
被
保
険
利
盆
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
故
で
る
る
。
従
っ
て
、

乙
の
準
設
は
再
保
険
の
経
済
的
特
性
の
表
明
に
向
ひ
っ
L

未
だ
不
充
分
の
域
を
脆
し
得
な
い
で
ゐ
る
。

責
任
保
険
設
に
針
ナ
る
第
二
の
修
正
設
は
、
再
保
険
に
於
け
る
再
保
険
者
針
一
冗
受
保
険
契
約
者
の
関
係
と
一
般
責
任
保
険
に
於
け

る
保
険
者
刻
第
三
者
の
閲
係
と
を
比
較
針
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
保
険
を
一
般
責
任
保
険
よ
り
区
別
し
ゃ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

と
の
修
巨
説
の
代
表
者
北
問
彦
三
郎
事
士
は
次
の
如
〈
主
張
す
る
。

「
阿
保
険
同
約
ぽ
民
性
質
上
前
提
保
険
E
Y

一
摺
潤
的
に
湖
立
し
た
る
契
約
に
し
て
前
提
保
険
の
神
保
険
者
ぱ
再
保
険
者
に
封
し
泡
も
法
律
't
の
関
係
に

zy
勺
を
許
さ
ず
。
此
原
則
は
ヱ
メ
リ
ゴ
ン
氏
に
よ
っ
て
捉
明
せ
ら
れ
て
よ
り
以
来
確
立
せ
る
原
則
と
し
て
町
田
山
者
の
・
全
然
一
致
す
る
所
在
り
。
蓋
し
再
保

険
は
保
険
業
経
替
の
必
要
よ
り
生
ピ
た
る
危
険
分
割
を
其
目
的
要
素
と
な
す
も
の
に
し
て
之
を
以
て
前
提
被
保
険
晶
子
が
前
提
保
険
者
に
封
す
る
賠
償
請

求
樺
行
伎
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
全
然
再
保
険
観
念
の
要
素
に
あ
、
b
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
再
保
険
の
場
合
に
於
で
は
前
拠
被
保
険
者
は
唯
り
前
提

保
険
者
と
業
務
関
係
に
立
つ
も
の
に
し
て
絶
到
的
信
用
を
此
一
人
に
置
き
前
提
保
険
者
が
其
携
保
せ
る
危
険
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
保
険
者
に
再
保

険
す
る
や
否
や
は
幸
も
其
問
は
ざ
る
所
な
り
。
有
事
ろ
全
部
の
再
保
険
は
前
提
被
保
険
者
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
往
々
に
し
て
こ
れ
あ
り
。
敢
に
前
提

保
険
者
は
再
保
険
者
四
支
州
市
能

E
以
て
之
を
前
提
被
保
険
者
に
劃
抗
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
如
〈
、
前
提
被
保
険
者
も
亦
其
前
提
保
険
者
の
破
産
の

故
を
以
で
庇
援
に
再
保
険
者
に
釘
し
前
提
保
険
者
に
代
り
其
賠
償
竪
請
求
す
る
権
利
を
認
る
能
は
ず
。
要
之
に
再
保
険
関
係
は
阜
に
保
険

者
が
其
揖
保
す
る
危
険
の
分
割
を
白
的
と
し
た
る
保
険
者
劃
再
保
険
者
の
内
部
関
係
に
し
て
之
を
以
で
前
提
被
保
険
者
に
劃
す
る
其
請
求
権
の
行
使
を

確
保
す
べ
き
目
的
を
合
宮
ざ
る
は
明
か
な
り
。

然
る
に
費
任
保
険
。
目
的
要
素
は
主
と
し
て
此
保
険
の
存
在
に
尚
で
被
保
険
者
に
謝
し
法
特
上
又
は
契
約
上
よ
り
生
ず
る
損
害
賠
償
前
求
棋
を
有
ナ

事
第
三
者
を
し
て
一
一
暦
其
請
求
権
の
行
使
を
安
全
に
せ
し
む
る
に
あ
り
。
之
を
責
任
保
険
者
よ

P
見
れ
ば
第
三
者
が
其
被
保
険
者
に
劃
し
て
省
す
る
損

害
賠
償
請
求
権
白
行
使
を
確
保
す
る
に
あ

p
o
故
に
完
全
に
此
保
険
が
其
目
的
を
逸
行
せ
ん
と
す
れ
ば
責
任
保
険
者
と
第
三
者
と
の
前
接
な
る
法
律
閥

再
保
険
園
南
設
の
笈
展

第
四
十
五
巻

五
五

第
四
披

北田彦三郎、再保険契約的法律上の性質、 1岩男I主新報第一九巻第一0親、 P.24-
26 
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再
保
険
皐
設
の
愛
展

第
四
十
五
巻

五
五

第
四
続

係
を
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
換
言
す
れ
ば
被
保
険
者
が
破
産
し
た
る
場
合
に
於
て
被
保
険
者
に
劃
し
損
害
賠
償
の
請
求
楳
を
有
す
る
第
三
者
は
其
請
求

樺
行
伎
の
安
全
を
確
保
す
る
責
任
保
険
者
に
向
て
被
保
険
者
に
代
っ
て
直
接
の
請
求
権
を
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
原
則
は
責
任
保
険
の
目
的
要
素
よ

り
来
る
常
然
の
結
呆
に
し
て
凋
逸
新
保
険
契
約
法
の
明
定
す
る
所
な
り
。

要
之
に
再
保
険
の
法
律
上
の
性
質
を
M
附
設
し
て
之

E
責
任
保
除
の
一
穏
な
り
と
な
す
は
未
だ
完
全
な
る
静
設
な
り
と
な
す
ζ

と
を
得
ず
。
」

印
ち
、

乙
の
設
は
、
再
保
闘
を
も
っ
て
責
任
保
阪
の
一
種
と
な
す
は
安
省
で
た
い
。
何
ん
と
た
れ
ば
、
再
保
険
に
於
て
は
再
保
険

者
と
元
受
保
険
契
約
者
と
が
法
律
上
金
く
無
樹
係
な
る
を
本
来
と
す
る
が
、
責
任
保
険
に
於
て
は
保
険
者
に
針
ず
る
直
接
清
水
樺
を

被
害
者
た
る
第
三
者
に
認
め
て
居
り
従
っ
て
保
険
者
と
第
三
者
と
が
法
律
土
直
接
の
闘
係
に
立
つ
が
故
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
の
で

あ
る
。

而
る
に
、

乙
の
北
阿
武
に
針
し
て
は
法
律
製
者
よ
り
反
封
が
唱
へ
ら
れ
、

「
責
任
保
険
の
目
的
要
素
を
第
三
者
が
共
被

一
般
に
、

保
隙
者
に
射
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
様
。
行
伎
を
確
保
す
る
に
在
り
と
し
た
所
に
重
大
友
る
誤
解
を
潟
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
法

律
問
題
と
し
て
は
責
任
保
険
の
直
接
同
的
で
友
く
唯
経
済
上
斯
る
結
某
を
生
や
る
に
過
ぎ
た
い
句
」
「
責
任
保
険
に
於
て
直
接
請
求
権

を
被
害
者
た
る
第
三
者
に
認
む
る
も
一
に
立
法
政
策
よ
り
来
る
も
の
た
る
を
以
て
彼
此
具
る
る
る
を
以
て
共
責
任
保
険
に
非
中
と
論

断
す
る
は
早
計
な
り
。
」
と
、
批
判
が
下
さ
れ
た
。

併
し
、
吾
々
が
経
凶
器
的
に
考
察
す
る
揚
ム
口
、
再
保
険
と
一
般
の
責
任
保
険
と
は
経
済
的
目
的
を
必
宇
し
も
同
一
に
す
る
も
の
で

は
な
い
。
再
保
険
は
本
来
第
一
義
的
に
は
一
冗
受
保
隙
者
に
於
け
る
危
陣
。
卒
均
と
い
ふ
元
受
保
険
者
内
部
の
保
険
技
術
上
の
目
的
の

た
め
に
生
れ
た
る
経
持
制
度
中
』
る
る
。
従
っ
て
法
律
的
に
は
再
保
険
者
と
一
冗
受
保
険
契
約
者
と
は
無
閥
係
た
る
を
首
然
の
建
前
と
す

る
。
と
と
ろ
が
、
責
任
保
険
に
於
け
る
目
的
は
と
れ
を
庚
義
に
解
す
る
と
き
に
は
加
害
者
に
於
け
る
賠
償
責
任
の
履
行
即
ち
加
害
者

山芦嘉一、前掲論文 p.25・
水口吉疎著、保険法論 p・409・410.
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の
貨
幣
的
需
姿
充
足
を
目
的
と
す
る
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
狭
義
の
責
任
保
隙
殊
に
近
代
の
責
任
保
険
に
於
け
る
国
有
の
目
的

は
被
害
者
を
し
て
完
全
な
損
害
賠
償
を
得
せ
し
め
る
こ
と
に
存
し
て
ゐ
る
。
こ
の
目
的
上
の
差
異
は
蛍
然
法
律
醐
係
に
於
て
も
現
れ

る
ぺ
き
筈
で
あ
り
、
北
田
護
士
の
所
設
は
正
に
こ
の
法
律
闘
係
上
の
差
異
に
立
脚
せ
る
も
の
で
る
る
。
併
し
.
菩
々
が
再
保
険
の
技

術
的
考
察
か
ら
一
歩
を
進
め
て
そ
の
経
済
的
本
質
を
一
種
の
利
害
共
同
惜
と
見
る
と
き
・
再
保
険
者
は
一
羽
交
保
険
肴
と
尖
K
同
一
危

除
を
分
婚
す
る
と
考
ふ
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
・
北
田
島
士
が
特
に
強
制
す
る
と
こ
ろ
の
再
保
隙
と
一
般
責
任
保
障
と
に
於
け
る
差

異
は
経
済
接
的
に
は
重
姿
な
問
題
で
は
な
く
友
る
。
要
す
る
に
、
北
間
接
士
の
と
の
企
闘
は
、
法
律
総
そ
れ
自
閣
の
償
値
は
と
も
か

〈
と
し
て
、
再
保
険
を
一
つ
の
保
険
技
術
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
責
任
保
険
試
に
修
E
を
試
み
た
る
特
徴
あ
る
法
律
曲
学
識

と
い
ふ
ぺ
〈
、
昨
保
険
判
明
治
移
一
展
史
上
特
同
時
の
存
在
川
崎
山
を
も
つ
も
の
と
符
償
ず
る
と
と
が
出
来
ゃ
う
。

七

特
殊
責
任
保
険
説

と
L
で
私
が
特
殊
出
責
任
保
阪
訟
と
命
名
せ
る
皐
誌
は
.
右
に
幽
有
保
険
-
説
の
名
の
下
に
場
げ
た
る
二
つ
の
皐
説
と
L
も
に
、
責
任

保
険
説
に
劃
す
る
修
正
説
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
徴
は
、
再
保
険
本
来
の
闘
係
を
明
吋
慨
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
保
険
に

於
け
る
被
保
険
利
盆
た
る
填
補
責
任
を
ば
責
任
一
般
よ
り
匿
別
し
て
そ
の
特
殊
性
を
把
握
し
ゃ
う
と
す
る
に
あ
る
。

と
L
で
再
保
険

本
来
の
関
係
と
は
、
再
保
険
は
元
受
保
阪
な
く
し
て
は
存
在
し
得
な
い

(
2
5
0
国
富
吉

za-円
F
2
5
F
T
5
0
河
口
口

T
2包
n
F
2
5
L

ま
た
は
説
ふ
と
と
る

ω填
側
責
任
は
元
受
保
隙
な
く
し
て
は
考
へ
得
ら
れ
ね
と
い
ふ
闘
係
で
あ
っ
て
、

と
の
関
係
は
一
般
の
責
任
保

険
に
於
て
は
存
在
し
得
左
い
。
卸
ち
、

一
般

ω
責
任
保
険
は
何
等
前
提
と
た
る
べ
き
保
険
な
く
し
て
成
立
し
得
る
。
従
っ
て
、
そ
と

再
保
険
畢
誌
の
遊
民

五
五
三

第
四
十
五
巻

第
四
貌

A. Hanz]ik， a. a. 0.7 S. 27・



再
保
険
皐
読
の
設
展

第
四
十
五
巻

五
五
四

第
四
抗

四

で
は
皐
注
る
責
任
が
問
題
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
再
保
険
に
於
て
は
前
提
た
る
保
険
契
約
に
基
〈
(
堤
禍
)
責
任
が
問
題
と
さ

れ
る
。
卵
、
、
向
己
の
枠
柊
空
梶
山
以
総
件
kr
寸
ペ
ザ
平
-
m
U

品
川
山
花
売
広
一
町
点
便
除
制
約
上
h
問
一
〈
ろ
と
と
ろ
m
u

間
柄
脊
枠
内
相
題
ム
」
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

と
の
一
同
別
に
論
機
b
R
F
の
州
特
秩
存
伴
侠
附
設
で
あ
っ
て
、
か
く
し
て
、
み
れ
ば
、

再
侠
険
一
は
形
式
的
に
は
庚

義
の
責
任
保
険
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
の
被
保
険
利
俗
一
た
る
境
納
責
任
に
し
て
か
L

る
特
質
を
も
勺
以
上
、
そ
の
法
律
的
組

用
に
つ
い
て
は
す
べ
て
営
該
元
受
保
険
に
於
け
る
規
定
に
従
は
一
な
け
れ
ば
友
ら
佐
い
。
責
任
保
険
に
開
局
す
れ
ば
と
て
と
れ
に
一
般
資

料
保
険
甘
い
於
け
る
法
伶
規
定
を
諮
問
す
ベ
J
F
H
-

で
は
扱
い
と
、
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

と
の
皐
説
は
、
照
史
的
陀
ば
さ
告
に
同
時
川
俣
除
設
か
詩
問
せ
広
場
合
に
少
し
ぐ
筒
れ
た
る
如
〈
、
慨
に
ヱ

1
レ
ン
ベ
ル
グ
の
+
+
…
張
暗
」

い
ま
、
彼
に
於
け
る
一
聯
の
考
へ
方
を
見
る
に
、
彼
は
、
先
づ
、
さ
き
に
遁
ペ
た
如
ぐ
再
保
険
を
も
っ
て
責
任
保
険

の
一
種
と
定
義
す
る
吋
併
し
、
す
ぐ
引
額
い
て
一
般
責
任
保
険
の
諸
種
の
揚
合
を
説
明
し
た
る
齢
、

ち
の
揚
合
と
は
完
全
に
具
る
特
質
を
有
す
る
」
と
看
破
し
、
吹
い
で
、
他
の
揚
斯
に
於
て
、

る
と
こ
ろ
で
る
る
。

一
界
保
険
は
責
任
保
険
の
と
れ

一
再
保
険
は
私
法
闘
係
に
於
け
る
そ
の

一
般
的
法
律
的
佐
賀
を
そ
れ
の
闘
興
す
る
一
冗
受
保
険
よ
り
刻
印
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
再
保
険
枕
海
上
保
険
・
火
災
保
険
・
生
命
保
険
等

と
同
じ
意
味
に
於
て
狽
立
の
保
険
種
類
友
の
で
は
た
〈
、
そ
れ
自
身
は
海
上
保
険
た
る
か
火
災
保
険
友
る
か
生
命
保
険
た
る
か
で
あ

る
。
土
っ
て
、
個
々
の
再
保
険
契
約
は
そ
れ
の
属
す
る
営
設
保
険
種
類
に
設
首
ず
る
客
税
法
の
私
法
的
規
定
の
下
に
友
引
ο
」
と
論
じ

て
ゐ
る
。
再
保
険
を
も
っ
て
そ
れ
の
前
提
保
険
た
る
海
上
保
険
た
る
か
火
災
保
険
な
る
か
生
命
保
険
在
る
か
で
あ
る
と
せ
る
慰
に
於

て
、
既
遠
の
如
〈
、
殺
を
向
精
保
険
設
に
属
す
る
も
の
と
色
考
へ
ら
れ
得
る
が
、
他
方
再
保
険
を
責
特
保
険
の
一
穏
と
し
つ
L
、
ま

た
、
責
任
保
険
一
般
よ
り
こ
れ
を
庖
別
し
、
最
後
に
、
個
K

の
再
保
険
契
約
は
そ
の
元
受
保
険
に
該
賞
す
る
法
律
規
定
の
下
忙
立
っ
と

v. Ehrenberg， Ruckversicherung， S. 6. 
V. Ehrenberg， Ruckversicherullg， S. 6-9・
V. Ehrenberv:， Ruckversiche:rung， S. 10. 
V. Eh Ten berg， Ruck versich町 ung，S. 48， 49. 
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ぜ
る
と
と
ろ
よ
り
し
て
‘
ま
た
、
彼
の
設
が
と

L
に
謂
ふ
特
殊
責
任
保
険
設
に
も
開
局
す
る
も
の
と
見
て
大
酬
胞
に
関
連
左
き
ゃ
う
で
あ
る
。

レ
ー
す
イ
ス
の
名
著
「
保
険
挟
講
義
」
は
ヱ

1
レ
V
4
1
F
グ
の
「
再
保
険
論
」
の
刊
行
筏
備
に
四
年
キ
縄
で
問
販
さ
礼
て
ゐ
る
が
、
と

L
で
ほ
、

『
レ

V

ベ
ル
グ
の
所
輸
に
於
て
砕
い
褒
的
で
は
あ
る
が
な
ほ
宋
熟
な
る
域
全
般
し
得
な
か
っ
売
毘
一
野
内
野
、
々
に
到
し
で
、
嫡
出
冗
ev
興
へ
で
ゐ
畠
。
そ
の
一

例
は
こ
L
で
也
事
げ
ら
れ
得
る
。
既
惑
の
如
〈
レ

1
V
イ
ス
屯
再
保
険
を
も
っ
て
費
何
保
険
の
一
一
椅
Z
構
内
余
十
る
。
し
か
車
、
世
た
、
ヱ

1
レ
Y

4
ル

グ
と
同
ピ
〈
、
再
保
険
に
閲
し
て
は
一
冗
受
保
険
法
規
が
決
定
的
で
あ
る
主
主
張
す
る
。
併
し
、
被
は
、
z
I
レ
ン
ベ
ル

r
の
制

4
同
日
開
侵
険
買
に
札
一
片

足
を
ひ
っ
か
け
る

C

い
ふ
宇
ろ
な
不
徹
底
に
陥
っ
て
ゐ
な
い
。
彼
の
場
合
は
撤
め
て
ほ
う
き

P
し
て
ゐ
る
o

「
…
冗
受
保
険
者
の
填
補
責
任
は
再
保
険
者
に
と
っ
て
の
前
提
な
る
を
も
っ
て
、
別
段
の
篠
件
な
き
限

P
、
一
冗
受
保
険
の
決
規
は
再
保
険
に
劃
し
て
も
亦

決
定
的
で
あ
る
。
」
「
J

そ
こ
で
滝
帯
保
険
は
、
常
設
一
光
受
保
険
が
嵐
ず
る
保
険
部
門
の
法
規
の
下
に
立
つ
。
併
し
、
こ
れ
は
、
時
間
々
な
る
保
険
部
門
が
揖

保
危
険
に
従
つ
亡
阻
刑
さ
れ
る
場
合
に
於
て
の
み
、
立
つ
な
の
で
あ
っ
て
、
も
し
、
保
険
部
門
の
分
知
が
保
険
円
割
象

{CmmEmf-=品
〉
に
従
り
て
な

2
れ
る
場
合
に
は
、
時
保
険
ほ
、
決
し
て
、
ぞ
れ
の
茶
〈
元
受
保
険
が
物
保
険
な
る
か
人
保
険
な
る
か
に
よ
っ
て
み
の
特
質

(
Q
g
E
r
E
H
)
を
皿
刊
に
す
る

も
の
で
ほ
な
い
。
従
っ
て
、
再
保
険
は
、
或
J
Q

」
き
は
物
保
険
、
戎
る
主
必
ず
は
人
保
険
と
し
Lh

考
へ

b
れ
H
り
昨
ば
れ
た
の
ベ
守
で
川
な
い
。
病
λ
再
保

険
は
常
に
物
保
険
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
ι
」

友
段
、

ζ

の
見
解
は
ド
イ
ツ
で
は
リ
ッ
タ
ー
そ
の
他
の
多
く
の
同
筆
者
に
於
て
、
我
が
闘
で
は
松
本
博
士
、
鳥
賀
陽
惜
同
士
等
陀
於
て

も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

い
ま
烏
賀
陽
陣
士
に
上
れ
ば
最
も
明
確
に
失
の
や
う
に
設
か
れ
て
ゐ
る
。

「
再
保
険
は
其
の
性
質
上
責
任
保
険
の
一
類
た
る
こ
と
は
、
上
京
詳
述
し
た
る
所
で
明
白
に
な
っ
た
こ
と
L
思
中
。
さ
り
乍
ら
再
保
険
は
其
の
観
祷

的
使
命
が
他
の
保
険
の
穂
別
殊
に
本
来
の
意
義
に
於
け
る
所
詞
責
任
保
険
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
0

・

を
遡
合
せ

L
む
れ
ば
、
岡
」
り
杓
合
致
す
る
も
の
な
れ

rも
、
諸
に
所
謂
責
任
保
険
に
は
其
の
前
提
と
な
る
べ
き
保
険
は
存
立
し
て
居
ら
な
い
。
之
に

-
単
に
文
字
通
習
に
再
保
険
の
性
質

反
し
て
再
保
険
に
は
其
の
前
提
と
し
て
木
来
の
保
険
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
本
来
の
保
険
即
ち
一
冗
受
保
険
世
離
れ
て
は
再
保
険
は
其
の
存
立
。

某
腐
を
失
ふ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
始
め
よ
り
責
任
保
険
と
し
て
其
の
立
場
を
有
す
る
も
の
と
は
、
法
律
規
定
適
用
。
上
に
於
で
差
異
を
生
ピ
な
け
れ
ば

又
発
呉
市
』
生
ず
る
は
官
数
で
あ
る
国
」

な
ち
た
い
、

再
保
険
事
誌
の
愛
展

第
四
十
五
巻

五
五
五

第
四
披

五

z 

W. Lewis， a. l¥. 0， S. 119・
C. Ritter， Das Re:cht der-Seever.;ict-ienmg， Ro. 1， S. 161・477
例へば、 I王ager-Rl'uch， Reichsgesetztibc;r den Versicltenmgsvertra.g， 1926， S 
松本系消帯、保険法、大豆四年、 p・43.44 
烏賀陽然良、再保険四意義並に性質K就て、訟事論叢、第一七巻第二競 p.35. 
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再
保
険
愚
設
の
抽
出
展

第
四
十
五
巻

一
一
六

五
五
六

第
四
掠

そ
し
て
、
と
の
見
解
に
立
っ
と
き
、
吾
、
々
は
.
従
来
の
再
保
険
闘
係
法
視
を
そ
の
ま
L
卒
直
に
容
認
し
解
樺
す
る
と
と
が
出
来
る
。

例
へ
ば
、
日
本
商
法
第
ぃ
一
ハ
七
四
位
陣
第
三
項
、
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
九
保
・
第
六
二
保
第
九
項
、
ド
イ
ツ
商
法
第
七
七
九
僚
・
第
八

六
回
僚
第
二
一
項
等
が
海
よ
保
阪
の
再
保
阪
は
海
上
保
険
法
規
に
従
ふ
べ
き
も
の
と
の
立
揚
を
と
り
、
ま
た
、
我
が
保
険
業
法
第
四
僚

が
、
同
一
保
険
曾
此
は
生
命
保
険
と
以
害
保
阪
と
を
朱
皆
す
?
引
を
待
た
い
と
の
原
則
に
割
寸
る
例
外
と
し
て
、
生
命
保
険
の
存
保
険

に
限
っ
て
生
命
保
険
曾
枇
乙
れ
を
営
み
得
る
と
規
定
し
、
更
に
、
F
イ
ツ
保
除
契
約
法
第
一
八
六
僚
が
「
本
法
規
ハ
海
上
保
険
及
ピ
再

保
険
エ
ハ
"
す
ん
マ
組
州
セ
ヴ
ハ
」
と
し
て
呼
似
防
に
附
し
て
は
仏
政
一
花
予
一
保
険
法
況
に
依
協
せ
し
め
て
ゐ
る
と
と
等
に
つ
い
て
も
、

れ
を
蛍
然
の
規
定
と
し
て
理
解
し
得
る
。
従
っ
て
、
或
る
人
h

の
如
く
に
、
こ
れ
ら
の
法
規
を
も
っ
て
、
海
上
保
険
を
営
該
元
受
保

一
々
と

険
と
同
種
の
保
険
と
若
倣
す
と
こ
ろ
の
謂
は
ゆ
る
同
種
保
険
設
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
、
と
の
無
理
友
解
離
を
下
さ
左
く
て
消

む
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
乙
の
単
一
-
説
は
‘

一
方
に
於
て
責
任
保
険
設
の
大
領
を
踏
襲
し
で
再
保
険
を
も
っ
て
成
義
の
責
任
保
険
の
一
種
で
あ
る

と
す
る
鞘
に
於
て
法
律
的
概
念
形
式
を
備
へ
て
居
り
、

し
か
も
他
方
に
於
て
、
そ
の
被
保
険
利
袋
た
る
填
柿
責
任
を
吟
味
す
る
と
と

に
よ
っ
て
、
印
ち
、
再
保
険
が
必
宇
前
提
保
険
を
有
す
る
ム
」
い
ふ
特
質
に
基
い
で
、
再
保
険
を
ば
一
般
責
任
保
険
よ
り
匝
別
し
そ
の
法

律
的
趨
肘
は
賞
該
一
冗
受
保
険
制
聞
係
法
規
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
と
し
て
再
保
隙
に
特
殊
の
法
律
的
地
位
を
奥
へ
て
ゐ
る
黙
に
於
て
、
再

保
険
の
経
済
的
本
質

.ωち
‘
再
保
険
が
常
に
首
該
一
疋
受
保
険
と
そ
の
運
命
を
供
に
す
る
.
換
言
す
れ
ば
、
同
一
危
険
に
閲
し
て
利
害
共

同
刷
版
を
構
成
す
る
と
い
ふ
そ
の
経
済
的
特
殊
性
を
も
よ
く
把
握
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
、

こ
の
事
説
は
、
法
律

的
一
般
的
概
念
形
式
を
と
り
つ
h

且
つ
封
象
の
も
つ
絞
済
的
特
殊
性
を
も
看
過
し
な
い
で
居
り
、
か
く
し
て
、
従
来
の
諸
説
が
左
か

例へば、村瀬春雄、海一I二保険講義要領、 p.322・10) 



く
一
方
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
他
方
を
顧
な
か
っ
た
た
め
に
不
十
分
友
表
明
か
ら
脱
し
得
友
か
っ
た
に
反
し
て
、
乙
れ
は
謂
は
ピ
綜

合
的
立
揚
に
立
っ
と
と
に
よ
っ
て
再
保
険
の
法
律
的
概
念
の
構
成
に
成
功
し
て
ゐ
る
。

A 

結

冨

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
五
回
K

は
法
律
事
の
領
域
に
於
け
る
再
保
険
事
誌
が
過
去
数
十
年
間
に
如
何
に
目
ま
ぐ
る
し
き
後
展
を
遂

げ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ
で
は
、
一
件
保
険
は
初
期
に
於
け
る
溜
沌
雑
J
4
ぜ
る
概
念
規
定
の
沈
鵡
を
受
け
た
る
後
、
漸
く

前
ぽ
紀
後
期
よ
り
そ
の
本
質
が
法
律
築
者
に
主
っ
て
員
副
司
に
問
祖
と
せ
ら
る
t

誌
に
一
世
石
、
と
れ
よ
り
こ
の
方
面
に
於
け
る
員
撃
な

る
幾
多
の
研
究
が
続
け
ら
れ
た
。
が
、
そ
の
問
、
一
件
保
険
は
、
戎
は
民
法
上
の
組
合
契
約
?
あ
る
」
論
断
せ
ら
れ
、
或
は
一
冗
長
保
険

と
同
種
の
保
険
契
約
と
考
へ
ら
れ
、
或
は
責
任
保
険
の
一
種
で
あ
る
と
一
般
的
に
規
定
せ
ら
れ
、
或
は
責
任
保
険
で
は
友
く
し
て
回

有
の
保
険
に
局
す
る
と
唱
へ
ら
れ
た
。
が
、
今
日
で
は
、
最
後
の
到
達
結
と
し
て
、
成
義
の
責
任
保
険
に
属
す
る
が
そ
れ
が
必
宇
元

受
保
険
の
存
在
を
前
提
と
す
る
黙
に
於
て
通
常
の
責
任
保
険
と
は
呉
る
、
従
っ
て
、
そ
の
法
律
的
適
用
は
常
該
元
受
保
険
闘
係
の
法

規
に
擦
る
べ
し
、
と
の
結
論
に
ま
で
設
展
し
て
ゐ
る
。
ム
」
乙
ろ
で
、
と
の
事
論
議
展
の
跡
を
見
る
に
.
そ
れ
は
概
一
一
一
局
す
れ
ば
、
再
保

険
の
も
つ
経
済
的
特
殊
性
を
確
寅
に
把
握
し
強
〈
表
明
せ
ん
と
す
る
立
場
と
法
律
的
形
式
を
守
る
こ
と
に
上
っ
て
そ
の
一
般
性
を
規

定
し
ゃ
う
と
す
る
立
揚
と
の
聞
に
於
け
る
争
ひ
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
各
事
誌
は
そ
れ
ぞ
れ
特
質
を
も
ち
こ
れ
に
揚
っ
て
他
へ
の
修

正
を
左
し
つ

L
少
し
づ
L
自
己
を
養
日
比
せ
し
め
て
来
て
ゐ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
二
元
的
た
仕
方
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
つ
の
立

場
を
一
一
服
綜
合
し
て
、

一
般
的
な
概
念
の
下
に
再
保
険
を
規
定

L
つ
L
且
つ
法
律
的
遁
用
を
特
殊
化
す
る
と
と
に
よ
っ
て
そ
の
経
済

再
保
険
皐
設
の
設
展

第
四
十
五
巻

五
五
七

第
四
説

七



再
保
険
事
設
の
溌
展

第
四
十
五
巻

五
五
八

第
四
銃

一
一
八

的
特
殊
性
の
可
成
り
成
幼
せ
る
把
握
に
ま
で
到
達
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
五

Z
は、

こ
の
揚
合
終
始
こ
の
皐
説
的
設
展
を
ば
草
た
る

法
律
事
説
の
致
展
と
し
て
E
た
く
経
済
曲
学
的
な
立
揚
か
ら
、
何
故
に
こ
れ
ら
の
準
設
が
生
起
交
代
せ
ざ
る
を
得
ざ
り
し
か
、
何
故
に

そ
れ
が
或
る
方
向
を
と
っ
て
殻
展
せ
ざ
る
を
得
ざ
り
し
か
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
す
る
こ
と
が
再
保
険
の
経
済
的
本
質
を
究

明
ず
る
上
に
有
枚
な
る
一
方
法
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
ほ
、
と
誌
で
諒
者
の
注
窓
す
べ
き
は
、

こ
L
に
皐
げ
た
る
諸
観
設
が
厳
密
た
る
怠
味
に
於
て
本
論
に
於
け
る
如
き
順
序
を
と
っ

て
設
展
し
た
る
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
ひ
査
L
、
こ
れ
ら
め
忠
一
訟
は
そ
の
前
芽
を
多
か
れ
少
た
か
れ
闘
に
一
初
期
の
m

創
出

せ
る
諸
概
念
の
う
ち
に
匹
胎
し
て
居
り
、
ま
た
、
例
へ
ぽ
、

乙
L
A

で
屡
々
た
せ
る
引
用
に
よ
っ
て
知
ら
る
L
如
く
、
虹
叫
に
、

ヱ

1
レ

y
ベ
ル
グ
の
一
八
八
五
年
の
「
再
保
険
論
」

一
冊
の
中
に
於
て
熱
ボ
熟
の
差
と
そ
あ
れ
こ
れ
ら
の
諸
串
訟
の
多
く
が
同
時
に
見
出
向
さ

れ
得
る
程
で
あ
っ
て
、
謂
は

r
以
前
の
殆
ん

E
同
じ
時
代
に
雑
然
と
有
在
し
て
ゐ
た
諸
概
念
の
前
芽
ま
た
は
先
艇
が
そ
の
後
の
時
の

経
過
に
つ
れ
て
少
し
づ
ピ
製
説
と
し
て
の
髄
系
を
具
へ
て
現
は
れ
た
に
過
ぎ
友
い
か
ら
で
あ
る
。


